
(57)【要約】

【課題】一般的な仕様の温度より高温の雰囲気で使用す

る必要がある場合には、耐熱性を向上させるために、水

冷カメラケースの外側に断熱材を捲いたり、輻射熱遮断

用の反射板を取付けたり、ウォータジャケット内にフィ

ンを取付けたりすることによって対応してきた。しかし

、あまり耐熱性を向上することができなかった。

【解決手段】水冷カメラケースの外側に空冷ジャケット

を追加し、またその外面をステンレス光沢とすることに

より、設置場所の雰囲気及び、輻射熱に対する耐熱性を

増した。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
水 冷 ジ ャ ケ ッ ト を 備 え た 水 冷 カ メ ラ ケ ー ス に お い て 、 更 に 空 冷 ジ ャ ケ ッ ト を 備 え た こ と を
特 徴 と す る 水 冷 カ メ ラ ケ ー ス 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ 記 載 の 水 冷 カ メ ラ ケ ー ス に お い て 、 そ の 外 面 を ス テ ン レ ス 光 沢 と し た こ と を 特 徴
と す る 水 冷 カ メ ラ ケ ー ス 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ 記 載 の 水 冷 カ メ ラ ケ ー ス に お い て 、 そ の 外 面 に 熱 を 反 射 す る 反 射 板 を 設 け た こ と
を 特 徴 と す る 水 冷 カ メ ラ ケ ー ス 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 炉 内 監 視 等 、 高 温 雰 囲 気 で 用 い る 水 冷 カ メ ラ ケ ー ス の 改 良 に 関 す る も の で あ る
。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 に お い て 、 炉 内 監 視 等 、 高 温 雰 囲 気 で 用 い る カ メ ラ 等 の 撮 像 装 置 を 収 納 し 、 カ メ ラ の
温 度 上 昇 を 抑 制 す る た め の 特 別 仕 様 と し て 、 ウ ォ ー タ ジ ャ ケ ッ ト に 冷 却 水 を 注 入 し て 内 蔵
さ れ た カ メ ラ を 冷 却 す る 水 冷 カ メ ラ ケ ー ス が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
上 述 の よ う に 、 一 般 的 な 仕 様 の 温 度 よ り 高 温 の 雰 囲 気 で 使 用 す る 必 要 が あ る 場 合 に は 、 耐
熱 性 を 向 上 さ せ る た め に 、 水 冷 カ メ ラ ケ ー ス の 外 側 に 断 熱 材 を 捲 い た り 、 輻 射 熱 遮 断 用 の
反 射 板 を 取 付 け た り 、 ウ ォ ー タ ジ ャ ケ ッ ト 内 に フ ィ ン を 取 付 け た り す る こ と に よ っ て 対 応
し て き た （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 ８ － １ ２ ５ ８ ９ ３ 号 公 報 （ 第 ２ 頁 、 第 １ 図 ）
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
従 来 の 方 法 で は 、 耐 熱 性 を あ ま り 向 上 す る こ と が で き な か っ た 。
本 発 明 の 目 的 は 、 更 に 耐 熱 性 の 良 い 水 冷 式 カ メ ラ ケ ー ス を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 の 水 冷 カ メ ラ ケ ー ス は 、 ケ ー ス の 外 側 に 、 新 た に 空 冷
ジ ャ ケ ッ ト を 設 け る こ と に よ り 、 冷 却 能 力 を 増 し た も の で あ る 。
更 に 、 本 発 明 の 水 冷 カ メ ラ ケ ー ス は 、 ケ ー ス の 外 面 を ス テ ン レ ス 光 沢 面 と す る こ と に よ り
、 高 温 雰 囲 気 及 び 輻 射 熱 に 対 す る 、 耐 熱 性 を 大 幅 に 増 し た も の で あ る 。
ま た 、 本 発 明 の 水 冷 カ メ ラ ケ ー ス は 、 そ の 外 面 に 熱 を 反 射 す る 反 射 板 を 設 け た も の で あ る
。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 に 、 本 発 明 の 水 冷 カ メ ラ ケ ー ス の 一 実 施 例 を 説 明 す る 。 図 １ は 本 発 明 の 一 実 施 例 の 水
冷 カ メ ラ ケ ー ス の 構 造 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
図 １ に お い て 、 カ メ ラ 　 ３ ０ 　 は 、 カ メ ラ 室 　 １ 　 内 に 収 納 さ れ 、 図 示 し な い 電 源 ・ 信 号
ケ ー ブ ル や 機 構 部 品 等 に よ っ て 外 部 装 置 と 電 気 的 、 機 械 的 に 接 続 さ れ て い る 。 ま た 、 カ メ
ラ 　 ３ ０ 　 は 、 撮 像 視 野 方 向 前 面 の 熱 線 反 射 ガ ラ ス 　 ３ 　 と 熱 線 吸 収 ガ ラ ス 　 ４ 　 を 介 し
て 、 カ メ ラ ケ ー ス の 外 部 の 視 野 範 囲 を 撮 像 す る 。
熱 線 反 射 ガ ラ ス 　 ３ 　 と 熱 線 吸 収 ガ ラ ス 　 ４ 　 は 、 前 面 か ら の 輻 射 熱 を 防 ぐ た め の も の で
あ る 。
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【 ０ ０ ０ ８ 】
カ メ ラ 室 　 １ 　 は 、 水 冷 ジ ャ ケ ッ ト 　 ２ 　 で 周 囲 を 囲 ま れ 、 入 力 口 　 ２ １ 　 か ら 冷 却 水 を
取 り 入 れ 、 出 力 口 　 ２ ２ 　 か ら 暖 め ら れ た 水 が 排 水 さ れ る 。 更 に 、 水 冷 ジ ャ ケ ッ ト 　 ２ を
取 り 巻 い て 、 空 冷 ジ ャ ケ ッ ト 　 ５ 　 が 形 成 さ れ 、 入 力 口 　 ２ ３ 　 か ら 冷 た い 空 気 を 取 り 入
れ 、 出 力 口 　 ２ ４ 　 か ら 暖 め ら れ た 空 気 が 排 出 さ れ る 。
以 上 の よ う に 、 水 冷 と 空 冷 の ２ つ の 手 段 に よ っ て カ メ ラ 　 ３ ０ 　 が 冷 却 さ れ る 。
上 述 の 例 で は 、 冷 却 水 を 使 用 し た が 、 高 圧 水 で も 良 い し 、 液 体 冷 却 媒 体 で あ っ て も 良 い 。
ま た 、 冷 却 す る 空 気 に つ い て も 、 高 圧 エ ア ー で も 良 い し 、 気 体 冷 却 媒 体 で あ っ て も 良 い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
図 ２ に よ っ て 、 本 発 明 の 他 の 実 施 例 を 説 明 す る 。 図 ２ は 、 本 発 明 の 水 冷 カ メ ラ ケ ー ス の 構
造 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
図 ２ に お い て 、 カ メ ラ 　 ３ ０ 　 は 、 カ メ ラ 室 　 １ 　 内 に 収 納 さ れ 、 図 示 し な い 電 源 ・ 信 号
ケ ー ブ ル や 機 構 部 品 等 に よ っ て 外 部 装 置 と 電 気 的 、 機 械 的 に 接 続 さ れ て い る 。 ま た 、 カ メ
ラ 　 ３ ０ 　 は 、 撮 像 視 野 方 向 前 面 の 熱 線 反 射 ガ ラ ス 　 ３ 　 と 熱 線 吸 収 ガ ラ ス 　 ４ 　 を 介 し
て 、 カ メ ラ ケ ー ス の 外 部 の 視 野 範 囲 を 撮 像 す る 。
カ メ ラ 室 　 １ 　 は 、 水 冷 ジ ャ ケ ッ ト 　 ２ 　 で 周 囲 を 囲 ま れ 、 入 力 口 　 ２ １ 　 か ら 冷 却 水 を
取 り 入 れ 、 出 力 口 　 ２ ２ 　 か ら 暖 め ら れ た 水 が 排 水 さ れ る 。 更 に 、 水 冷 ジ ャ ケ ッ ト 　 ２ を
取 り 巻 い て 、 断 熱 材 　 ６ 　 が 設 け ら れ 、 外 部 か ら の 熱 を 遮 断 す る 。
更 に 、 断 熱 材 　 ６ 　 の 外 側 に 遮 熱 板 　 ７ 　 が 設 け ら れ 、 外 部 か ら の 熱 を 反 射 し て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
ま た 、 図 ２ の 遮 熱 板 　 ７ 　 は 、 例 え ば 、 図 １ の 実 施 例 に お い て 、 空 冷 ジ ャ ケ ッ ト 　 ５ 　 の
外 面 を ス テ ン レ ス 光 沢 と す る こ と に よ り 達 成 す る こ と が で き る 。
即 ち 、 図 １ に お い て 、 外 部 か ら 来 る 熱 （ 例 え ば 、 輻 射 熱 ） は 、 空 冷 ジ ャ ケ ッ ト 　 ５ 　 の 外
面 で 反 射 す る こ と に よ っ て 輻 射 熱 を 防 ぐ 。
次 に 、 外 部 よ り 侵 入 し て 来 る 熱 の 一 部 を 、 空 冷 ジ ャ ケ ッ ト 　 ５ 　 内 を 流 れ る 空 気 に よ り 、
外 部 に 廃 熱 す る 。
残 り の 熱 及 び 前 面 の 熱 線 反 射 ガ ラ ス 　 ３ 　 と 熱 線 吸 収 ガ ラ ス 　 ４ 　 を 通 っ て 侵 入 し た 熱 を
、 水 冷 ジ ャ ケ ッ ト 　 ２ 　 内 を 流 れ る 水 に よ り 外 部 に 廃 熱 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 下 に 、 本 発 明 の 効 果 に つ い て 説 明 す る 。
１ ） 最 外 面 を ス テ ン レ ス 光 沢 面 と し た た め 、 水 冷 カ メ ラ ケ ー ス の 外 側 に 別 に 遮 熱 板 を 設 け
な く て も 、 輻 射 熱 を 防 ぐ こ と が で き る 。
２ ） 外 か ら 侵 入 す る 熱 は 、 ま ず 空 冷 ジ ャ ケ ッ ト の 部 分 で 取 り 去 り 、 次 に 残 っ た 熱 を 水 冷 ジ
ャ ケ ッ ト の 部 分 で 取 り 去 る た め 、 冷 却 効 果 が 増 し 、 従 来 の 水 冷 カ メ ラ ケ ー ス で は 使 用 で き
な か っ た よ う な 高 温 雰 囲 気 で 、 テ レ ビ カ メ ラ を 使 用 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 の 水 冷 カ メ ラ ケ ー ス の 断 面 構 造 図 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 の 水 冷 カ メ ラ ケ ー ス の 断 面 構 造 図 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ： カ メ ラ 室 、 　 ２ ： 水 冷 ジ ャ ケ ッ ト 、 　 ３ ： 熱 線 反 射 ガ ラ ス 、 　 ４ ： 熱 線 吸 収 ガ ラ ス 、
　 ５ ： 空 冷 ジ ャ ケ ッ ト 、 　 ６ ： 断 熱 材 、 　 ７ ： 遮 熱 板 、 　 ２ １ ： 入 力 口 、 　 ２ ２ ： 出 力 口
、 　 ２ ３ ： 入 力 口 、 　 ２ ４ ： 出 力 口 、 　 ３ ０ ： カ メ ラ 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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